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●
バ
ス
の
旅
は
倹
約
旅
行
か
贅
沢
旅
行
か

　

路
線
バ
ス
の
硬
い
シ
ー
ト
に
身
を
沈
め
、
い
く

ぶ
ん
緩
や
か
に
流
れ
る
街
並
み
を
眺
め
て
過
ご
す

の
は
、
倹
約
旅
行
か
は
た
ま
た
贅
沢
旅
行
か
。

　

公
共
バ
ス
シ
ス
テ
ム
が
発
達
し
て
い
る
都
市
部

で
あ
れ
ば
、
頻
繁
に
バ
ス
停
に
や
っ
て
く
る
路
線

バ
ス
は
安
い
運
賃
で
利
用
で
き
る
た
め
、
タ
ク
シ

ー
や
自
家
用
車
よ
り
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
。
狭

い
都
市
部
な
ら
ま
だ
し
も
、
街
か
ら
街
へ
の
中
長

距
離
の
移
動
で
は
、
タ
ク
シ
ー
代
も
ば
か
に
な
ら

な
い
。
物
価
と
地
価
の
高
い
都
市
部
に
居
を
構
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
自
家
用
車
の
購
入
と
維
持
管
理

費
は
家
計
を
圧
迫
し
か
ね
な
い
。
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

時
の
混
雑
や
バ
ス
停
に
停
車
す
る
時
間
の
ロ
ス
に

目
を
つ
む
れ
ば
、
バ
ス
利
用
は
経
済
的
な
移
動
手

段
に
な
る
。

　

一
方
で
、
日
本
の
テ
レ
ビ
番
組
で
は
、
し
ば
し

ば
バ
ス
路
線
を
利
用
し
た
旅
番
組
が
放
映
さ
れ
人

気
を
博
し
て
い
る
。
忙
し
い
現
代
社
会
人
に
と
っ

て
、
あ
え
て
タ
ク
シ
ー
や
自
家
用
車
を
利
用
す
る

こ
と
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
車
窓
の
風
景
を

眺
め
な
が
ら
の
お
気
楽
バ
ス
旅
行
は
、
な
か
な
か

体
験
で
き
な
い
「
贅
沢
な
」
旅
行
に
な
り
つ
つ
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

●
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
バ
ス
乗

り
継
ぎ
の
旅

　

さ
て
、
筆
者
が
滞
在
し
て
い
る
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
（U

nited Arab Em
irates

―
―
以
下
、
Ｕ

Ａ
Ｅ
）
で
「
お
気
楽
の
ん
び
り
バ
ス
の
旅
」
を
や

ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
少
々
の
我
慢
さ
え
し
て
し

ドバイ発シャルジャ行のダブルデッキ車両。多くの観光客も利用する
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誰がためにバスは走る
―アラブ首長国連邦（ＵＡＥ）バス乗り継ぎの旅―
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混雑するアブダビ市内の路線バス車内。男性と女性でエリアが分けられている

アブダビ中心部のバス路線図。アブダビ島だけでなく、近年開発の進む
周辺のエリアにも路線網が拡大しつつある

帰宅ラッシュで混雑するアブダビのメイン・ストリート

ま
え
ば
何
と
か
で
き
て

し
ま
う
。
少
々
の
我
慢

と
は
連
邦
で
統
一
的
な

バ
ス
運
行
シ
ス
テ
ム
が

確
立
し
て
い
な
い
た
め
、

乗
り
継
ぎ
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
か
な
い
こ
と
で
あ

る
。
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
面
積
は

八
・
三
六
万
平
方
キ
ロ

で
北
海
道
と
ほ
ぼ
同
じ

国
土
を
持
つ
。
こ
の
連

邦
内
に
ア
ブ
ダ
ビ
首
長

国
を
は
じ
め
と
し
て
ド

バ
イ
、
シ
ャ
ル
ジ
ャ
、

ア
ジ
ュ
マ
ン
、ウ
ン
ム
・

ア
ル
＝
カ
イ
ワ
イ
ン
、

フ
ジ
ャ
イ
ラ
、ラ
ア
ス
・

ア
ル
＝
ハ
イ
マ
の
七
首

長
国
が
存
在
す
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
首
長
国
で

別
々
に
域
内
の
公
共
バ

ス
の
運
営
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
都
市
部
で
の

路
線
バ
ス
網
の
敷
設
状

況
ひ
と
つ
と
っ
て
も
大

き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。

潤
沢
な
財
政
基
盤
を
持

つ
ア
ブ
ダ
ビ
首
長
国
や

ド
バ
イ
首
長
国
で
は
、

人
口
が
稠
密
な
都
市
部

を
中
心
に
路
線
バ
ス
網

が
発
達
し
て
お
り
、二
デ
ィ
ル
ハ
ム
（
約
七
〇
円
）

を
払
っ
て
路
線
バ
ス
に
乗
り
込
め
ば
、
都
市
部
の

大
部
分
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

各
首
長
国
間
を
結
ぶ
長
距
離
バ
ス
に
つ
い
て
言

え
ば
、
ア
ブ
ダ
ビ
（
中
央
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
か

ら
は
、
ド
バ
イ
と
シ
ャ
ル
ジ
ャ
行
き
の
バ
ス
（
運

賃
は
と
も
に
二
五
デ
ィ
ル
ハ
ム
、
約
八
五
〇
円
）

が
運
行
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
首
長
国
へ
バ
ス
で

移
動
す
る
た
め
に
は
、
ド
バ
イ
で
乗
り
継
ぐ
必
要

が
あ
る
。
た
だ
し
、
ド
バ
イ
に
は
長
距
離
バ
ス
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
い
く
つ
か
存
在
し
、
ア
ブ
ダ
ビ
か

ら
の
長
距
離
バ
ス
は
ア
ル
・
グ
バ
イ
バ
ま
で
し
か

運
行
し
て
い
な
い
。
他
の
首
長
国
へ
乗
り
継
ぐ
に

は
、
そ
こ
か
ら
路
線
バ
ス
に
乗
り
換
え
ド
バ
イ
川

を
越
え
て
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア
ま
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ユ
ニ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア

か
ら
、
ア
ブ
ダ
ビ
を
除
く
他
の
首
長
国
行
き
の
長

距
離
バ
ス
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
ド
バ
イ
と
ア
ブ
ダ
ビ
で
は
バ
ス
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

や
定
期
券
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
ド
バ

イ
で
は
メ
ト
ロ
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
（
ノ
ル
・
カ
ー
ド
、N

ol Card

）
へ

の
現
金
の
チ
ャ
ー
ジ
を
す
れ
ば
、
バ
ス
だ
け
で
な

く
メ
ト
ロ
、
水
上
バ
ス
の
利
用
も
で
き
る
。
ア
ブ

ダ
ビ
で
も
定
期
券
や
高
齢
者
向
け
割
引
定
期
券
に

当
た
る
オ
ジ
ュ
ラ
・
カ
ー
ド
（O

jra Card

）
が

利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
二
〇
一
五
年
の
五
月
に
プ

リ
ペ
イ
ド
式
の
乗
車
券
（H

afilat Card

）
を
導

入
し
た
。

　

ア
ブ
ダ
ビ
と
ド
バ
イ
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の
首
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長
国
は
公
共
バ
ス
網
の
整
備
に
つ
い
て
遅
れ
を
と

っ
て
い
る
。
シ
ャ
ル
ジ
ャ
運
輸
局
は
、
本
年
中
に

シ
ャ
ル
ジ
ャ
の
ア
ル
・
ジ
ュ
ベ
イ
ル
か
ら
主
に
ド

バ
イ
方
面
へ
の
路
線
拡
大
を
発
表
し
、
都
市
間
お

よ
び
都
市
内
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
進
め
て
い
る
が

（
二
〇
一
五
年
二
月
一
二
日
付
、Gulf Today

）、

工
業
地
区
や
大
学
地
区
な
ど
郊
外
へ
の
ア
ク
セ
ス

は
依
然
と
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
ラ

ア
ス
・
ア
ル
＝
ハ
イ
マ
な
ど
の
首
長
国
で
は
、
公

共
バ
ス
網
の
整
備
の
遅
れ
が
原
因
で
、
主
に
低
賃

金
の
外
国
人
労
働
者
の
移
動
の
困
難
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
（
二
〇
一
四
年
六
月
三
〇
日
付
、The 

National

）。
ア
ジ
ュ
マ
ン
、
ウ
ン
ム
・
ア
ル
＝

カ
イ
ワ
イ
ン
、
フ
ジ
ャ
イ
ラ
に
至
っ
て
は
、
市
内

を
走
る
路
線
バ
ス
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、

利
用
で
き
る
の
は
他
の
首
長
国
と
の
間
を
結
ぶ
長

距
離
バ
ス
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら

北
部
首
長
国
の
主
要
幹
線
道
路
や
市
街
地
を
外
れ

た
エ
リ
ア
を
目
的
地
と
す
る
場
合
、
本
数
の
少
な

い
小
型
バ
ス
な
ど
の
他
の
手
段
を
利
用
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
る
。

●
誰
が
た
め
に
バ
ス
は
走
る

　

す
で
に
読
者
は
お
気
づ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、

本
稿
で
掲
載
し
た
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
バ
ス
車
内
や
停
留
所

周
辺
の
写
真
に
、
真
っ
白
な
カ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
を
着

た
エ
ミ
ラ
ッ
テ
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
自
国
民
）
男
性
は
写
っ

て
い
な
い
。
エ
ミ
ラ
ッ
テ
が
多
く
居
住
す
る
ア
ブ

ダ
ビ
で
も
、
多
く
の
エ
ミ
ラ
ッ
テ
は
公
共
バ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
も
そ
も
Ｕ
Ａ
Ｅ
は
、

公
共
交
通
機
関
の
整
備
よ
り
前
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

アブダビ発アル・アイン行（約
160km、乗車時間２時間）長
距離バスの乗車券。バス車内
で購入できる。運賃は25ディ
ルハム（約 750 円）。釣銭が
ないようにするのがマナー

アブダビの中央バス・
ステーションの待合室
とオジュラ・カードの
普及促進広告

アブダビの中央バス・ステーションの
長距離バス乗り場の案内板。アブダビ
首長国内（アル・アイン、西部地域）
とドバイ首長国・シャルジャ首長国行
きのバスが出ている

ラアス・アル＝ハイマの路線バス時刻表。
路線バスは３路線あるが、すべて一日５・
６本のみである

ドバイ中心部のバス路線
図。主要幹線道路の周辺
に路線バス網が張り巡ら
されている
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さいとう　じゅん／日本貿易振興機構アジア経済研究所　在アブダビ海外派遣員
2006 年入所。2013 年７月～ 2015 年７月、アラブ首長国連邦・アブダビに海外派遣員と
して赴任。専門は中東経済、開発金融、企業金融。

シ
ョ
ン
が
進
行
し
た
社
会
で
あ
り
、
公
官
庁
や
商

業
施
設
、
娯
楽
施
設
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
自
家

用
車
利
用
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
高

所
得
の
エ
ミ
ラ
ッ
テ
や
一
部
外
国
人
は
自
家
用
車

を
利
用
し
て
「
車
社
会
」
生
活
を
満
喫
で
き
る
が
、

低
所
得
の
外
国
人
労
働
者
は
公
共
バ
ス
（
時
に
タ

ク
シ
ー
、
カ
ー
シ
ェ
ア
）
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

多
く
の
エ
ミ
ラ
ッ
テ
は
、
日
没
前
に
は
仕
事
先

か
ら
自
家
用
車
で
帰
宅
し
、
家
族
と
過
ご
す
時
間

を
何
よ
り
も
大
切
に
す
る
。
ラ
マ
ダ
ン
明
け
に
は

海
外
旅
行
に
出
発
す
る
エ
ミ
ラ
ッ
テ
家
族
も
多
い
。

エ
ミ
ラ
ッ
テ
家
庭
に
と
っ
て
公
共
バ
ス
は
縁
遠
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
カ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
と
ア
バ
ヤ

（
女
性
の
伝
統
的
民
族
衣
装
）
に
身
を
包
ん
だ
エ

ミ
ラ
ッ
テ
家
族
が
、
バ
ス
旅
行
を
「
贅
沢
」
と
思

え
る
将
来
が
来
る
こ
と
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

アジュマン首長国ムッサファから郊外へ出発
する小型バス。４ディルハム（約 140 円）前
後で利用できる

アブダビ発シャルジャ行の
長距離バスに並ぶ乗客たち


